社会学研究科 平成21年度（21年4月募集）

「キャリアデザインの場としての大学院（入口・中身・出口の一貫教育プログラム）」

若手研究者研究活動助成金応募申請書（ワークショッップ）

カテゴリー　WS1
	1. 申請年月日　　　　　　　　　　平成２１年　　　月　　　日

	2. 申請者　（助成を求めるワークショップの立案運営の責任者となる博士後期課程の院生）

	フリガナ

氏　名
	
	専攻　学年

学籍番号
	総合/地球　博士後期課程　　　年

SD

	住　所

電　話

Email
	

	ワークショップ題目
	

	本ワークショップ

推薦教員名
	

	申請者の役割分担
	

	3. ワークショップ共同推進者 （助成を求めるワークショップの立案運営に2.の責任者と共同であたり、同等の参加と貢献を行う3名以内の博士後期課程または修士課程の院生）

	フリガナ

氏　名
	
	学年

学籍番号

Email
	修士・博士後期課程　年


	役割

分担
	

	フリガナ

氏　名
	
	学年

学籍番号

Email
	修士・博士後期課程　年


	役割

分担
	

	フリガナ

氏　名
	
	学年

学籍番号

Email
	修士・博士後期課程　年


	役割

分担
	

	4. ワークショップへの被招聘研究者（海外）

	氏　名

機関名

役　職

住　所

電　話

Email
	

	被招聘研究者を招聘する理由、ワークショップにおける被招聘研究者の役割、その他
	（ワークショップへの予定参加日数・時間数も記入してください。）

	被招聘者の旅行ルート（･･･ → 東京 → ･･･）
	

	渡航費概算（エコノミーのディスカウント運賃）
	

	招聘期間
	年　  月　  日　～　　   　　年　  月　　日

	5. ワークショップへの被招聘研究者（国内）　（招聘なき場合は無記入）

	氏　名

機関名

役　職

住　所

電　話

Email
	

	被招聘研究者を招聘する理由、ワークショップにおける被招聘研究者の役割、その他
	（ワークショップへの予定参加日数・時間数も記入してください。）

	被招聘者の旅行ルート（･･･ → 東京 → ･･･）
	

	招聘期間
	年　  月　  日　～　　   　　年　  月　　日


	6. 予算計画

	
	人　数
	単　価
	日数・時間数
	小　計

	国外からの招聘研究者１名の

渡航費･宿泊料・日当
	
	
	
	

	国内からの招聘研究者１名の

交通費･宿泊料・日当
	
	
	
	

	招聘研究者の講演に対する謝金
	
	
	
	

	
	合　計
	


	7. ワークショップ計画書　　（2頁中、1頁目）
以下の諸項目について、2頁以内の分量で具体的かつ簡潔に記載してください。(1)申請者の研究テーマ、(2)博士課程における研究計画のこれまでの進捗状況、(3)ワークショップの内容と企画(招聘を含む)にいたった経緯、(4)研究計画における本ワークショップの位置づけと必要性、(5)ワークショップ共同推進者との役割分掌および組織構築、(6)ワークショップの成果報告計画、等。記載にあたっては、ウェブサイト「企画実践力強化部門」にある【助成の目的】【選考方針】【選考の指針】を参照してください。

	


	7. ワークショップ計画書　　（2頁中、2頁目）

	


	8. 推薦状　（本フォームを使用し、下の枠内におさまる分量で、本研究科教員がお書きください。推薦教員には本ワークショップの成果評価にも当たっていただきます。）

	(1) 推薦者の氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	(2) 推薦内容　（本ワークショップ企画の研究教育上の意義について、申請者および共同推進者の学術能力と研究テーマに触れながら、記載してください。共同研究に必要なリーダーシップや協力体制構築力、最終報告書作成能力等が申請者に備わっているかどうかにも言及してください。複数院生をWS1に推薦される場合は、推薦順位とその理由を記入してください。）

	


